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●国際サーカス村協会総会を行います 

11 月 30 日（水）午後 6 時より、国際サーカス村協会東京事務局にて総会を行います。同封

のハガキにてご出欠のご連絡をくださいますようお願いいたします。 

■日時 2011 年 11 月 30 日（水）PM6 時 

■場所 国際サーカス村協会東京事務局 

 所在地 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-28-5 コーポ葵 402 ACC 内 

 ℡ 03-3403-0561 Fax 03-3403-1583 

 ■議題 平成 22 年度事業報告・会計報告 

  平成 23 年度事業計画 

  平成 23 年度 理事及び監事選任 

 

●一時休校したいと思います 

 悩みました。しかし、今期終了後、来年の 9 月の新学期までの期間、サーカス学校を休校に

することに決めました。現在、学校の周辺の放射線量は、毎時 0.2 マイクロシーベルト前後で、

このまま推移すれば、原発事故当初、毎時 0.5 マイクロシーベルト前後あったことを考えあわ

せると、年間被曝量の基準とされる 1 ミリシーベルトはすでにオーバーしているかもしれない

のです。このような環境で、サーカス学校の活動を継続することは、大きなためらいを感じま

す。また、このような環境であるにもかかわらず、サーカス学校に入学したいという若者を、

どのようなかたちで受け入れればいいか、僕にはわかりません。 

 現在、サーカス学校で学んでいる生徒たちにも、一度、学校を離れてこのような状況になっ

ていること、放射能によって汚染されている場所で学んでいることが、将来、身体にどのよう

な影響をもたらすか、もちろん個人差もあるでしょうし、必ずしも、放射能の影響が現われる

かどうかはわかりませんが、しかし、ここにいれば、より放射線量の少ないところにいる以上

に被曝してしまうのは事実なのですし、被曝することがどういうことなのか、考えてもらいた

いという気持ちなのです。 

 練習ができるところがあれば、そちらに移動して学校を続けられないかとも考えています。

しかし、みんなが練習できる場所に加えて、先生はじめ生徒たちの宿舎を借りるとなると、現

状と同じかあるいはより廉価で、そうした環境を確保するのは、かなり難しいことと思われま

す（友人に声をかけたりしていますが、いまのところ、可能性のある場所は見つかっていませ

ん）。 
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 また、来期休校ということになると、開校以来、ずっと教えてくださっているナージャ先生

のことも考えなければいけません。今回はあくまで一時的な休校と考えていますので、ここで

先生を手放してしまうことはできません。従って、ウクライナに帰られている間も、一定程度

の金銭的保障をしなくてはいけないと考えています。 

 また、サーカス学校は休校しても、サーカス村協会の活動がストップするわけではありませ

ん。学校がお休み中、なにか活動できないかと思案しています。ひとつの案として、サーカス

学校卒業生 2,3 名と、これまで、サーカス村として、劇場公演などをお世話して、またサーカ

ス学校発表会などに協力していただいているクラウンのふくろこうじ氏らと、旅巡業ができな

いかと考えています。 

 そうした巡業ができれば、そこからサーカス村･学校の“マールイ（小さい）・サーカス団ó

としてのサーカス巡業公演の可能性が、すこしは見えてくるかもしれません。また、なぜサー

カス学校を休校にせざるをえないかを、巡業しながらアピールすることで、僕らなりの原発に

対する気持ち、原発を停止すべき気持ちを伝えることができるのではないでしょうか。福島第

一原発から 180 キロほど離れている場所でも、その活動をやめなければならないと考える人た

ちがいること、ぼくらもそうであること、フクシマから遠く離れた人々に語りかけるのも、大

切なことにちがいありません。 

 ぼくらが不在の時に、サーカス学校の建物や資料館に人がいなくなることも不安材料のひと

つです。その間の管理についても考えなくてはなりません。その間、ワークショップや劇団の

集中練習に使っていただくことなど、知恵を絞る必要があると思います。もちろん、ここが放

射能汚染地域であることを知っていただいた上のことですが。 

 

すでに資料館の薪ストーブには火が入っています。今日は、現在、体験入学に来ている 2 名

の男性とサーカス学校の生徒、研究生、そしてナージャ先生と、みんなで鍋を囲みます。 

 そして、これからのことをみんなで話し合うつもりです。（11 月 9 日 西田敬一） 

 

● 沢入国際サーカス学校生徒 たんぽぽ保育園にて公演 

10 月 28、29、30 日（金、土、日）と、3 日連続で保

育園・学校公演依頼があり、忙しくも楽しい週末を送り

ました。まずは、ここ 5 年ほど連続で呼んでいただいて

いる、埼玉県本庄市のたんぽぽ保育園。園児、卒園生、

保護者、先生のみなさんにご覧いただきました。サーカ

ス公演の噂を聞きつけて、年々、観に来る人が増えてい

るとのことで、今回は 180 名が集まってくださいました。

嬉しい限りです。50 分程のショーを、幼い子供たちが目

を丸くしながら食い入るように観ていたのが印象的で

した。生徒 6 名が出演しました。 

  

● 足尾中学校にて公演＋講演＋ワークショップ 

 翌日は、沢入国際サーカス学校から 20 分ほど栃木方面へ車を走

らせたところにある日光市立足尾中学校へ。全校生徒 25 名の前で、

ショーとお話をしました。コントーションを学ぶ目黒有沙は、どう

してサーカス学校に入ったのか。田中健太は、昨年末約 1 か月参加

←ショー後、生徒の前で話をする目黒有沙（中央）と高村篤（左）、田中健太（右） 
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したカンボジアでのサーカスフェスティバルに感じたこと、高村篤はジャグリングを始め

たきっかけをそれぞれ話しました。3 名の話した内容は、続けてまとめましたのでご覧く

ださい。その後、ディアボロのワークショップ。最後に、生徒のみなさんから歌のプレゼ

ントがありました。みなさん、ありがとうございました。 

 

◆目黒有沙[4 年生/コントーション] 

サーカス学校に入ろうとはっきり思ったのは、高校の 2 年の終わ

りくらいでした。それまでは、大学へ通って、就職して、普通の生

活を送るんだろうなと思っていたのに、だんだん道を反れていった

のは（一同笑）、高校のダンス部に入ったのがまず一回目の曲がり

角だったと思います。小学校はドッジボール部、中学校はバドミン

トン部だったのですが、友達に誘われて、それまでダンスなんて踊

ったことがなかったけれど高校でダンス部に入部し、初めてステー

ジの楽しさを知りました。そのときまで自分のことを恥ずかしがり

屋だと思っていたのですが、ステージに立ってみると人前なのにすごく楽しかったんです。自

分は案外ステージに立つのが好きなんだ、と知りました。 

その後、サーカスを観にいって「こういうステージもあるんだ」と知りましたが、日本にサ

ーカス学校なんてないだろうと思っていた矢先、NHK で沢入国際サーカス学校の特集をやっ

ていたのを偶然みたんです。憧れもあったし、ステージも好きだからやってみようかな、と最

初は軽い気持ちでした。高校を卒業後、大学に行ってから入学しようかなと思ったんですが、

身体をつかうことだから始めるなら早い方がいいだろうと思い、母に相談したところ、「そう

よ、早い方がいいんじゃない。むしろ、今から行けば」と言われ、「いやいや、高校は出るよ」

と、逆に親を説得しました。 

高校卒業後、沢入国際サーカス学校に入りました。私は柔らかい芸が得意ですが、入学当初

は、自分がここまで柔らかくなるとは思いませんでした。自分の専門芸が見つけられるかどう

か不安だったのですが、やればできるものだと感じました。みなさんも、なんでも最初から諦

めないで、とりあえずやってみることが大事だと思います。特に好きなことを諦めないでくだ

さい。 

 

◆田中健太[研究生/ローラーボーラー・シガーボックスなど] 

サーカス学校の研究生の田中健太といいます。サーカス学校の正規のカリキュラムは 4 年間

ですが、僕は練習し足りなかったので、卒業してからも学校に残って練習しています。 

サーカスというと、みなさんは色々なところへ旅をして芸をするというイメージをもってい

ると思いますが、僕も校長の西田さんに連れていっていただき、色々なところへ行きました。

一番遠くまでいったのがカンボジアという国です。カンボジア、みんなわかるかな。そこで体

験し、感じたことを話そうと思います。 

カンボジアという国は最近ちょっと豊かになってきてはいますが、ものすごく貧しいです。

国の中で、激しい戦争を長い間行ってきた国で、いまだに国のあちこちに地雷がたくさん埋ま

っています。戦争の傷跡がまだまだ残っていて、それが経済にも影響を与えている国です。 

そこで、サーカス学校をつくろう！と考えた人がいるんです。現地の人とフランスの人が、

若者たちのエネルギーを発散させて、手に職をつけられて、さらに自分の何かを表現できる力

をつけさせようという目的でサーカス学校をつくりました。その団体が主催するフェスティバ

ルに出させていただきました。 
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色々と貴重な体験をさせていただきましたが、そこで

僕が一番感じたことは、国がすごく貧しいからといって、

人々が疲れているというわけではないということでし

た。こういう言い方は月並みですが、国が貧しくて治安

もよくないが、子どもたちが元気で、いい表情
か お

で笑って

いるんです。国というよりは、ひとりひとりの人間がす

ごく活力に溢れていました。そのフェスティバルには、

世界各国から様々なサーカスの芸人さんが集まってく

るのですが、みんな楽しそうにステージに立つんです。それまで僕がステージに持っていた印

象は、張り詰めていて、真剣な力が入ったもの。それはそれで正しいのでしょうが、それだけ

ではなくて、芸をすること自体が楽しくて、喜びであるという人生観、空気というものを、そ

の人たちはすごく発散していました。そのときに改めて、僕はサーカス芸をずっとやり続けた

いと感じました。 

みなさんに、一応人生の先輩として、といってもあまり成功していないですけど（一同笑）、

教えることがあるとすれば、自分の目でみて、自分の手で触らなければものごとはわからない

ということです。今はネットなどですぐに色々な映像、色んな情報が手に入る時代です。それ

は素晴らしいことですが、最終的に自分の核になるもの、自分の人生の糧になるものを手に入

れようと思ったら、自分の耳で聞いて、自分の目で観て、自分の足で行って、自分の手で触っ

て、自分でやってみて、初めて本当の情報になるんだ、ということをカンボジアに行かせてい

ただいて感じました。みなさんも、情報をボタンで検索するだけでなくて、自分の身体を動か

して、何かをやってみてください。 

 

◆高村篤[卒業生/ジャグリングなど] 

僕の芸はジャグリングといいますが、それを始めたきっかけがよ

く面白いと言われるので、お話します。中学校のとき釣りに行って、

魚が全然釣れなかったんです。ふと、手元にあったふたつの石を片

手で投げ始めました。人に見せるのではなく、単なる遊びとして、

ですよ。それで、これは面白いなと思ったのがきっかけでした。そ

して、過去にみた大道芸人さんで、こういうのを職業にしている人

がいたなというのを思い出し、この道に入りました。僕は正直いう

と勉強が嫌いです。世の中には勉強が好きだという変わっている人

もたくさんいますね（一同笑）。遊んでばっかりいるとよくないと

言われますが、勉強してばっかりだとそれもやはりよくないと思う

ので、両方ちょうどよく行って、バランスがとれるとよいですよね。 

 

□質問「体重制限はありますか？」 

□田中 「芸によります。例えば、クラウンだと太っている方の方が面白くみえることがあり

ます。自分のやっている芸のジャンル、やりたい表現によると思います。女の子はけっこう節

制しています」 

□校長・西田 「お相撲さんみたいな人もいますよ。力技といって、たくさんの人を積み上げ

たりする人はものすごくガッチリしています。ジャグリングでも、軽いボールじゃなくて重た

い鉄球を投げ上げる人は力がなければいけませんから、身体はガッチリしていますよ。体重は

あまり関係ないです。ただ、どんな芸をやるにしても、練習はしっかりしないといけません」 

↑一番右が田中健太 カンボジアにて 
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●関東短期大学第 60 回アザリア祭 

毎年この時期に開催されている関東短期大学の学校祭、

アザリア祭に呼んでいただくのも 5 回を数えました。あ

いにくの雤模様でしたが、約 100 名のお客さんが集まり

ました。こちらの体育館は天井が高いので、ジャグリン

グ、ディアボロなど高さがある演目も思う存分パフォー

マンスできます。トラスを立てる余裕もあるので、飯田

有美子が空中リングを披露しました。8 名でつくった約

1 時間のショー。温かい歓声に包まれました。 

●大道芸ワールドカップ in 静岡 

11 月 3 日（木・祝）午前 0 時東京出発。今年で 20 回を迎える大道芸ワールドカップ in 静岡

をめがけて車を走らせました。このイベントは、メイン会場の JR 静岡駅から徒歩 10 分の駿府
す ん ぷ

公園や静岡市中心部の商店街などあちこちで、国内だけでなく海外から招聘された多数のアー

ティストが芸を披露する、パフォーミングアーツの祭典です。毎回混雑するので、イベント開

始前に発売されているパンフレットを購入し、スケジュールをみながら、観たいアーティスト

の選別とパフォーマンス場所、観る順番の計画を前もって立てておき、当日、お目当てのアー

ティストのパフォーマンス開始 20 分前に予定場所へ行ってみると、そこにはすでに言葉どお

りの人垣が･･･。商店街の一角に、350～450 人はいるでしょうか。人と人の頭の間からつまさ

き立ちをしてみても何も見えません。辺りを見渡すと、みなさん脚立や簡易イス、ペリスコー

プなどのアイテムを持参しており、人垣もなんのその。まさに猛者。 

それにしても、サーカス芸を屋外で演技することに違和感を覚えていたのですが、2 つにな

ってしまった日本のサーカス団、高価なチケットのシルク・ドゥ・ソレイユと、なかなかサー

カスを観に行く機会がない日本で、普段触れ合わないものに感動しているお客さんたちの表情

を見ていると、これはこれでありなのかもしれないと思わざるをえませんでした。 

出演者何組かのショーをステージで観られるプレミアムステージを観覧し、ディアボロや皿

回しの体験をしたりして、4 日午前 0 時、帰宅。来年、2012 年は 11 月 1 日（木）～4 日（日）

開催予定だそうです。（長屋あゆみ） 
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●経産省前の人間の鎖 

 11 月 11 日（金）経済産業省前で行なわれた、脱原発のイベント「11・11 たそがれの経産省 

キャンドル包囲『人間の鎖』アクション」に参加してきた。雤天で気温も低かったので、正直、

それほど多くの人は集まらないのではないかと思ったが、ぐるりと経産省（立地上、日本郵政

グループ、中小企業庁の建物を含む）を取り囲むのに十分な 1300 人が集まり、両脇の参加者

と手をつないで、大きな声で「原発再可動に反対」と「福島の子供たちを守れ」と、シュプレ

ヒコールを上げた。震災前に数度、震災後に幾度となく原発関連のデモに参加したけれど、多

くの人が述べているように震災後のデモに関しては、明らかに参加している人の幅が増えたよ

うに思う。僕の左隣はスーツ姿の会社帰りの会社員、右側の初老の小柄な女性は一人で神奈川

県から参加、その隣はニット帽で皮ジャンを着込んだ愛想の良いお兄さんだった。近くの参加

者に挨拶をして、わずかながらカンパを主催者に手渡して霞ヶ関を後にする。そして帰宅した

後、やはりというか、案の定というか、野田首相による TPP 交渉協議参加表明のニュースを

見て愕然とする。この日はある舞台を見に行く予定だったが、TPP の事を考えると、居ても立

ってもいられなくなり、定時に会社を抜け出して経産省前に走った。原発と TPP の問題は、

根本の部分で共通点がとても多いのではなかろうか。 

 TPP に関して多くの人が意見を述べているが、印象に残っているのが、精神科医の斎藤環氏

が 毎 日 新 聞 朝 刊 の コ ラ ム 「 時 代 の 風 」（ 11 月 6 日 ） で 述 べ た 一 文 だ 。

（http://mainichi.jp/select/opinion/jidainokaze/news/20111106ddm002070084000c.html） 

賛否両方の意見に日本中が翻弄されている今、歴史人類学者のトッドの近著、思想家のジジェ

クが「ウォール街を占拠せよ」のデモで演説した主張を引き合いにだしながら、最後に村上春

樹氏がイスラエル賞授賞式で述べた「卵と壁」の例えを用いて、立場の違う二人が自由貿易に

対して、個人である「卵」の側を擁護していることに注目し、斎藤氏も同様にシステムである

「壁」の側に立つ TPP に反対する。 

 自由と平等、繁栄と幸福、僕たちが善かれと考えているものには、数えきれない矛盾をはら

んでいるし、TPP で自由経済を勢いづかせたい人たちが主張する、市場主義と経済発展、マッ

チョな実力主義と甘美な合理性に裏付けられた繁栄は、たしかに勢いあるものになるのかもし

れないけど、その価値観に自らを適合できない（しない）人たち踏み台にするものの考え方に、

この国はほとほと愛想が尽きている、のだと僕は思っていた。この構図は、原発周辺住民と電

気を使い続ける都市部の人間、原発利権の甘い汁を吸い続けている原子力村と、そのことをな

んにも知らずに高い電気料金を払い続けている一般市民の構図、すなわち、持っている者と持

っていない者の関係そのままなのではないかと思う。 

 「デモに参加して何になるのだ？」と揶揄する人も未だにいるかもしれない。そう考える人

の気持ちも理解もわからなくはないけれど、でも一方で、参加してみないとわからない事はた

くさんあり、今年は特に、タハリール広場でもズコッティ公園

でも、そして日本国内ででも、それまで動かないと思われたも

のを動かしてみようと、人々が動いているように思う。そして、

マハトマ・ガンジーが言うように「社会を変える為、それ以上

に、自分自身が社会によって変えられない為」に、出来るだけ

のんべんだらりと息切れすることなく、参加を続けたいと思っ

ている。（辻卓也） 
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